

　　　　　
■■ワークブック問題とは■■
○小中学校全学年の児童生徒が、放課後学習や家庭学習において自主的に学習することができる教材です。

○各学校が自校の実態に応じて使うことができる教材です。

○一人ひとりの児童生徒の目標に応じた支援が可能な教材です。

■■中学国語ワークブックの特徴とねらいなど■■
①特徴

各シートは、学習指導要領の「書くこと」および「言語事項」の内容を中心に編集しています。また、シートそのものを加工したり、問題・解説シートテンプレートを利用して各学校独自のシートを作成したりすることもできます。

②ねらい

○言葉を意識したり語彙を増やしたりする機会を設けることによって、言語活動を豊かにすること。

○「書く」機会を日常的に設けることによって、「書く習慣」を身に付けさせ、「書く力」を向上させること。

○言語生活を豊かにすることで、一人ひとりの自己肯定観を高めること。

③シートについて

○シートのつくりなど

・問題シートと解答・解説シートがペアになっています。

（解答・解説シートがないものも一部含まれます）

・問題シートには、問題（課題）と解答（作業など）用スペースがあります。

・解説シートは、問題シートとほぼ同じ装幀で解説や解答が書かれています。

○学習するための補助的ツール

・ワークシートで学習するために必要となる原稿用紙、メモ用紙、レポート用紙の様式が配信されています。

④構成

○対象学年について

対象学年は限定していません。学校の実態に応じて活用してください。

○グループについて
［グループＡ］主として「書く力を身に付けること」と「書き慣れること」を目的としたシートです。このシートで学習する場合は、指導者の事後指導が必要になります。なお、このグループのシートの中には、解答・解説シートないものがありますのでご注意ください。
［グループＢ］主として「言葉の知識を身に付けること」と「語彙を豊富にすること」を目的としたシートです。このシートの学習は、解答・解説シートを参考にしながら一人で学ぶことが可能です。

［グループＣ］他教科での学習事項や、広く一般的知識・教養にまで関係する内容を取り上げたシートです。グループでクイズとして取り組んだり、辞書や情報機器を使った調べ学習のきっかけにしたりすることが可能ですが、中学校における国語科の学習範囲を超えた、雑学的な知識なども含まれていますのでご注意ください。

［グループＤ］教科書教材に出てくることばの意味を調べたり、短文をつくったりして授業と連動しながら「語彙を豊かにすること」を目的としたシートです。授業の補助プリントとして活用可能です。

○シリーズについて

グループの中は、さらにシリーズに分かれています。内容によっては順を追って学習する必要があるシリーズがありますので、ご活用いただく場合は、シリーズの全てのシートを事前にご確認ください。



中学校国語のねらいと解説











